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目的 

 伊勢湾におけるイカナゴ漁業については，適切な親魚

資源量確保のための終漁日設定等，翌年漁期を考慮した

資源管理はほぼ定着しつつあるが，漁獲量の変動は大き

く変動し続けている。そこで，より高位で安定的な漁獲

水準を維持できるように資源回復計画を策定し実践する

にあたり，必要となる科学的知見を収集することを目的

とする。 

 

方法 

（１）イカナゴ仔魚分布調査 

 ボンゴネットによるサンプリング調査を行い，イカナ

ゴ仔魚の加入時期，発生量，成長量等を把握し，解禁日

決定の資料とした。(実施時期：1～2 月) 

（２）市場調査 

 各操業日毎に漁獲物の魚体測定，漁獲努力量，漁獲量

データを収集，解析することにより，加入資源量及び残

存資源量を算出し，終漁日決定の資料とした。(実施時期

：3 月，実施場所：白子港及び白塚港の 2 港) 

（３）夏眠魚調査 

 伊勢湾口の出山夏眠場において，親魚となる夏眠魚を

定量的に採集し，分布密度，魚体サイズ，夏眠開始期の

栄養状態，夏眠魚の年齢組成等を調査し，産卵量の推定

を行った。(実施時期：4～7 月） 

 

結果および考察 

2008 年漁期の漁獲物の魚体測定結果および漁獲統計

データをもとに，漁期中に残存するイカナゴ資源量をモ

ニタリングし，最適終漁日の設定根拠として資源管理を

実践する漁業者に情報提供した。2008 年の加入資源尾数

は 180.1 億尾と見積もられ，漁獲尾数は 136.5 億尾で，

残存尾数は 43.6 億尾と推定された。2009 年漁期に向け

ては，から釣りによる夏眠魚調査やボンゴネットで採集

されたイカナゴ仔魚の個体数や体長の変化から，漁獲加

入量の予測，最適解禁日の予測を行い，情報提供すると

ともに，漁期中のモニタリングも継続して行った。  

夏眠魚の平均体長は約 81mm 前後で，過去の平均的な

体長（約 80mm）とほぼ同じであった。から釣りによる

採集数は少なく，km 当たり 96.7 尾と過去最低であった

（図 1）。前年までの推定残存資源尾数とから釣り採集

尾数との相関関係を利用した推定では，2009 年漁期の親

魚尾数は 17.0 億尾と，0 歳魚の残存尾数を大きく下回っ

ていた。平均肥満度は 3.3 と近年では最も低くかった前

年の 3.7 をさらに下回り，産卵に関与する肥満度 4.2 以

上の個体の割合は 2.1％に過ぎなかった(図 2)。0 歳魚の

尾数を 43.6 億尾として推定しても産卵数量は 0.2 兆粒と

見積もられ，過去最低の水準となった(図 3)。 
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図 1.出山における夏眠魚採集数の推移 
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図 2. 夏眠開始期におけるイカナゴ肥満度組成 





 


